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は じ め に
　 日常臨床において欠損補綴治療にインプラン ト









め,日 進 月歩で進化するインプラントテクニ ック
を学び,習 得 していかなくてはならないと考える。




まずインプラント治療 を成功 に導 くための条件 を





な要望 を持っていることが多い。1.入 れ歯 を入




装着 した くない。そして痛くなく安全で,早 く噛
めるようになり,さ らに審美的であることを望ん
でいる。歯科医師としては,方 法があるならば可
能な限 り患者のニーズに答えたいと思 うが,そ の
ためにはどのように治療 を進めるべきであろうか。
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表1山 崎の分類
Type　I 補綴治療 のみの患者
　 　 　 　 　Restrative　Patient
TypeⅡ 歯 周/矯 正 治 療 を必 要 と す る 患 者
　 　 　 　 　 Orthodontics/periodontics-Restrative　Patient
　 　 　 　 　 1)矯正 一 補 綴 修 復 患 者
　 　 　 　 　 　 Orthodontics-Restrative　Patient
　 　 　 　 　 2)歯周 一 補 綴 修 復 患 者
　 　 　 　 　 　 Periodontic-Restrrative　Patient
TypeⅢ　 複 雑 な 咬合 再 構 成 を必 要 とす る患 者
　 　 　 　 Complex　Restrative　Patient
　 　 　 　 　 1)イン プ ラ ン ト-補 綴 修 復患 者
　 　 　 　 　 　 Implant-Restrative　Patient
　 　 　 　 　 2)複合 修 復 患 者
　 　 　 　 　 　 Periodontics-orthodontics-implant-
Complex　Restrative　Patient
表2　基本的な歯科治療の進め方 資料提供:ノ ーベルバ イオケアージ ャパ ン
1stステ ー ジ(炎 症 抑制 ・ブ ラ ッシ ングテ クニ ック)
　 　 初 期 治 療 時 か らの 再 評価
2ndステ ー ジ(環 境 改 善 の ス テ ー ジ)
　 　歯 周 外 科 手術(Flap　op)
　 　 provisional　restration装着 ・ …　 　 再評 価
3rdステ ー ジ(修 復 の ス テ ージ)
　 　イ ンプ ラ ン ト埋 入 ・補綴 処 置
4thステ ー ジ






すべての歯科治療が的確 に実施,再 評価 され,結
果としてすべてが良好に経過 していることを前提
にインプラン ト治療が行われ るべきであり,そ れ
が成功への近道であると考 えてい るか らである。
またこれ らの条件が達成 されていれば,残 存歯の
維持 ・保存の可能性が高 くなり,一 口腔単位 とし
て予知性の高い治療を実現で きることになる。
図1　 海 外 で 臨 床応 用 され て い る フ ィク ス チ ャー と
　 　 アバ ッ トメ ン ト




　 1.機 能 回 復
　　 1)咬合の安定






礎資料 を的確に収集 して問題点を抽出 し,症例 を







その都度必ず評価 を行 う。事前に各 ステージでの
治療計画 を立案 し,基本的な知識 と技術に基づい
て治療 を進めることが必要最低条件であることは
い うまでもない。





従来のシステム プ ラ ッ トフ ォー ム シ フテ ィン グ シス テ ム
　 資料提供:ノ ーベルバ イオケアージ ャパ ン
図2　 アバットメントシフティングシステムと従来のシステム
条件となる。言い換えれば,イ ンプラント治療の





には,一 口腔単位 として患者を捉 え,基本的な進
め方に沿った治療の中にインプラン ト治療 を組み
込むことの重要性 を述べてきた。 しか し,ますま
す高度になる患者の要望に応えるためには,進 歩
を続ける最新のインプラン ト技術 を導入す ること
も必要である。本項では,近 い将来に達成 される
と考 えられる展望 について私見 を述べる。
　 1.フィクスチャー
　十数年前は,オ ッセオインテグレーシ ョンタイ






スチャーも開発 されてきた。 また,数 年後にはジ
ルコニア製のフィクスチャーがとって代わると思
われる(図1)。海外ではすでに臨床応用 されて
お り,さ らに将来の最先端技術 としては,CAD/
CAM技術によりジルコニアを術者の好みの形態
に製作 して使用 で きるよ うにな るで あ ろう。
　 2.ア バ ッ トメ ン ト
　最近 の トレン ドとして,ア バ ッ トメ ン トジ ョイ
ン ト部 にステ ップ を設 けて(イ ンプ ラン トプラ ッ
トフォーム径 よ りもワンサイズ小 さな形 のバ ッ ト
メ ン トを装 着 す る),骨 の 吸収 を防止 す るプ ラ ッ
トホームシ フテ ィング システム(プ ラッ トホーム
ス イ ッチ ング)2～4>が臨床応 用 され るよ うになった
(図2)。これ は基 礎 的研究 の報 告 が少 ない こ と
もあ り,評 価 はメー カーによって分 かれ る。 しか
し,補綴終 了後(実 際には アバ ッ トメン ト装 着後)
にお ける骨 の吸収 が最小 限に抑 え られ,歯 肉特 に
歯 間乳 頭 の維 持5)に有 効 で あ る と考 え られ るた
め,筆 者 は積極 的に取 り組 んでい る。
　 3.上 部 構 造
　 現在 の審 美 修復 に お いて は,CAD/CAMシ ス
テ ムの ジル コニ アァバ ッ トメ ン ト ・コ ーピ ング ・
クラウ ンが 多用 され るよ うに なってい る。 この シ
ステムに よ り,ジ ル コニアは単独歯 か らブ リッジ
まで,14ユ ニ ッ ト ・カ ンチ レバ ーで も フル マ ウ
スまで製作す る ことが可能 となった。 自然 な透 過
性 を持 ち合 わせ,天 然歯 とインプ ラン ト双方 に利
用可能 で あ り,こ れ が最大 の メ リッ トとなってい
る6,7).
　 さらに,よ り審 美的 な補 綴 を可能 にす るアル ミ
ナに も注 目 したい。 ジル コニ ア と比較 す る と強度
の 面 で劣 るた め,前 歯 ・小 臼歯 の1ポ ンテ ック4
(7)











資料提供:ノ ーベルバ イオケアー ジャパ ン
図3　CAD/CAMシステムによるオールセラミック修復
シミュレーション、発注
　 　 　 資料提供:ノ ーベルバ イオケアージ ャパ ン
図4　 コ ン ピュ ー タガ イ デ ィ ン グシ ス テム







イデ ィング システ ム)は,CTデ ータの3D画 像
再構 築 を利用 した正確 な事前 シュ ミレーシ ョンシ
ステムで あ り,単 独歯 か ら無歯顎 までのす べての
症例 に対応 で きる(図4)。 精密 な フラ ップ レス






図5　サージカルテンプレー ト 資料提供:ノ ーベルバ イオケアー ジャパ ン
図6　 All　on　4の 術 式
QOLの 大幅 な改善 を 目的 と した方法 であ る(図
5)。
　 その 中 で もAl1-on-48,9)は話 題 とな ってい る方
法の ひ とつで ある(図6,7)。 精密で患者 の外科
的負担 を最小限 に抑 え,当 日に噛む こ ともで きる
one　day　treatmentとい って も過言で ない方法 で
ある(図8)。 今後完成度 が高 まれ ば,患者 にとっ
て は夢 の よ うな治療 とな ろ う。
ま　 と　め
2009年ノー ベ ル バ イオ ケ ア　 エ ス テ テ ック
フォー ラムに向けて,現 在 のイ ン フ゜ ラ ン トの根本
とな るオ ッセオ イ ンテ グ レーシ ョン を開発 した








　今後は問題点や失敗について語 り合お う ・話 し
　合おう
　 このメッセージは,医 療の本質を押 さえた上
で,さ らなる向上をめざすことの必要性を訴 えて
いる。「基本 を忘れず基本 に忠実に,そ して学ぶ
ことを忘れず,時 には大胆に賢 く」 と言い換 える
(9)
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こともできる。本論文の冒頭で述べたとお り,イ
ンプラン トを用いて患者に有益 な治療 を提供す る
ためには,新 たな技術や知識 を導入するための研
鑽が必須である。 しか し,歯科治療の目的を達成
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